
①

年 ～

⇒

②

年 ～

⇒

③

年 ～

⇒

事業内容
(平成２9年度
の活動状況)

　市の魅力の発見や参加者同士の親睦を図るため、市内約9.5ｋｍをコースとする歩け歩け大会を開
催する。
【コース】第一小学校（スタート）→日吉神社→横田児童遊園→七所神社→出会いの広場→六地蔵→
猿久保→六道山公園→里山民家→総合体育館→管理事務所→出会いの広場→七所神社→横田児童遊園
→横田トンネル→日吉神社→第一小学校(ゴール)
【過去３年間の参加者数】
　平成２７年度：２３１人　平成２８年度：２５１人　平成２９年度：２４８人

350

425

●施策を構成する事務事業等の概要

事務事業等の名称 Ｈ２８年度決算 Ｈ２９年度決算 Ｈ３０年度予算

　歩け歩け大会開催事業
事業費(千円) 156 172
所要人員(人) 0.03 0.03 0.03

開始年度 昭和 53 総コスト(千円) 410

Ｈ３０年度予算

行政評価会議
からの意見

有□　無☑

　
行政評価委員会

からの意見

604

【今後の方向性】 継続

有□　無☑

　

4,903
所要人員(人) 0.1 0.15 0.15

理
由
等

　年齢を問わず幼児から高齢者までが広く参加でき、市民のスポーツ活動の一助となっている事業であるた
め。

事務事業等の名称 Ｈ２８年度決算 Ｈ２９年度決算

昭和 48 4,666 5,857

　市民駅伝競走大会開催事業
事業費(千円) 3,819 4,592

総コスト(千円)開始年度

事務事業等の名称 Ｈ２８年度決算 Ｈ２９年度決算 Ｈ３０年度予算

6,173

事業内容
(平成２9年度
の活動状況)

　総合体育館前をスタート及びゴールとし、市内６区間１４．８７ｋｍをコースとして駅伝競走大会
を開催するものであり、平成２９年度は一般、地域、女子、中学生男子、中学生女子、小学生の各部
と栄村や横田基地の特別参加チームが参加した。
　【平成２９年度】
　開催日：１２月１０日（日）　参加数：１４７チーム

【今後の方向性】 継続

606 603

平成開始年度

640
所要人員(人) 0.03 0.03 0.03

　スポーツ都市宣言記念事業

【今後の方向性】 継続

27 総コスト(千円) 860 856

　「２０１４武蔵村山市スポーツ都市宣言」を記念し、誰もが気軽にスポーツに親しめるよう、毎
年、オリンピアンなど有名なスポーツ選手を講師に招いた講演会やスポーツ教室を開催する。
　【平成２９年度】
　開催日：10月1日（日）
　参加者：講演会１０５人、陸上教室137人（延べ２４２人）

事業内容
(平成２9年度
の活動状況)

894

行政評価会議
からの意見

　
行政評価委員会

からの意見

　

有□　無☑

理
由
等

有□　無☑

　本市では、平成26年10月5日にスポーツ都市宣言を行っており、スポーツ都市宣言記念事業として、毎
年、オリンピアンなど有名なスポーツ選手を講師に招いた講演会やスポーツ教室を行っている。
　平成２９年度は、スポーツの基本とも言える「走る」をテーマにした講演会及び陸上教室を開催し、延べ
２４２人に参加いただいており、市民のスポーツ活動や競技力の向上に寄与しているため。

事業費(千円)

有□　無☑有□　無☑

　
行政評価委員会

からの意見

理
由
等

　市民駅伝競走大会は、市のスポーツ事業の中でも大きな大会であるとともに、毎年恒例の事業となってい
ることから、市民の大会に対する期待が高いため。

　
行政評価会議
からの意見



④

年 ～

⇒

⑤

年 ～

⇒

⑥

年 ～

⇒

Ｈ２９年度決算 Ｈ３０年度予算

2,574
所要人員(人) 0.1 0.1 0.1

事務事業等の名称 Ｈ２８年度決算

4,917 5,706

　少年少女スポーツ大会開催事業
事業費(千円) 4,070 4,863

3,421

事業内容
(平成２9年度
の活動状況)

　子どもたちがスポーツに親しむ機会を提供するため、市内小学校に通う児童等を対象にスポーツ大
会を開催する。
　【平成２９年度開催事業及び参加者数】
　①村山っ子相撲大会　　197人　②少年野球大会　246人　③サッカー大会　335人
　④ドッジボール大会　1,042人　⑤少年古希軟式野球チーム親善試合　341人

【今後の方向性】 継続

開始年度 昭和 46 総コスト(千円)

理
由
等

　子どもたちがスポーツに親しむ機会を提供するものであり、子どもたちの体力向上に寄与するため。

行政評価会議
からの意見

　
行政評価委員会

からの意見

有□　無☑ 有□　無☑

事務事業等の名称 Ｈ２８年度決算 Ｈ２９年度決算 Ｈ３０年度予算

　総合体育館及び体育施設運営事業
事業費(千円) 79,882 79,349 83,464
所要人員(人) 0.01 0.01 0.01

開始年度 平成 20 総コスト(千円) 79,967 79,433 83,549

事業内容
(平成２9年度
の活動状況)

　総合体育館及び体育施設において、指定管理者が自主事業を実施する。
　【平成２９年度実施事業及び参加者数】
    ・自由参加教室「楽らクラブ」：　９事業、　　３２６回実施、延べ参加人数１７，１２４人
　 ・ステップアップ教室　　　　：４６事業、１，６３７回実施、延べ参加人数１３，６２２人
　 ・イベント事業　　　　　　　：　６事業、　　　３９回実施、延べ参加人数　１，５２７人

【今後の方向性】 継続

理
由
等

　指定管理者が行う各種自主事業には、多くの市民が参加しており、市民のスポーツを行う機会の提供と体
力の向上が図られているため。

行政評価会議
からの意見

　
行政評価委員会

からの意見

　

有□　無☑ 有□　無☑

事務事業等の名称 Ｈ２８年度決算 Ｈ２９年度決算 Ｈ３０年度予算

　東京経済大学屋内プール運営事業
事業費(千円) 2,306 2,284 2,368
所要人員(人) 0.01 0.01 0.01

開始年度 平成 21 総コスト(千円) 2,391 2,368 2,453

事業内容
(平成２9年度
の活動状況)

　5月から10月までの日曜及び祝日に小学生以上の市民を対象として、東京経済大学武蔵村山キャ
ンパスの屋内プールを開放する。
　【平成２９年度開放日及び利用者数】
　 開放日：平成29年5月7日（日）から平成29年10月29日（日）までの日曜日及び祝日
　 利用者：市民1,272人（大人473人・子供、高齢者799）
 　予算内訳：東京経済大学屋内プール運営委託料１,６９３，４４０円
　　　　　　 東京経済大学屋内プール借上料　　   ５８９，６８０円

【今後の方向性】 継続

理
由
等

　東京経済大学武蔵村山キャンパスの屋内プールは、5月から10月までの日曜及び祝日に開放しており、市
営プール（野山北公園プール）の開設期間以外にも市民が利用ができるプールとして、市民のスポーツ活動
の一助となっているため。

行政評価会議
からの意見

　
行政評価委員会

からの意見

　

有□　無☑ 有□　無☑



⑦

年 ～

⇒

⑧

年 ～

⇒

⑨

年 ～

⇒

事務事業等の名称 Ｈ２８年度決算 Ｈ２９年度決算 Ｈ３０年度予算

　地区ふれあいスポレク大会交付金
事業費(千円) 2,561 2,410 2,576
所要人員(人) 0.1 0.1 0.1

開始年度 平成 18 総コスト(千円) 3,408 3,253 3,423

事業内容
(平成２9年度
の活動状況)

　教育委員会が主催する地区ふれあいスポレク大会は、スポーツ・レクリエーションを通じて市民相
互の融和と親睦を深め、健康な心身を培うことを目的に市内４地区で開催する。
　自治会長やスポーツ推進委員などで構成される各地区の実行委員会は、市から交付金の交付を受
け、大会の企画・運営を行う。
　平成２９年度は雨天のため中止。

【今後の方向性】 見直し

理
由
等

　市内4地区で開催しているが、高齢化等により参加者数が減少している地区も見受けられる。現在も自治会
に加入している市民だけでなく、自治会未加入の市民も参加できる内容で開催をしているが、参加者の多く
は自治会に加入している市民であるため、参加者の拡大を図る必要がある。
　また、自治会を中心に大会を運営しているが、負担が大きいという意見も挙がっていることから、市民の
負担を軽減する見直しを行う必要があり、会場の統合や交付金の見直しについて、参加者等の意見を聴取し
た上で検討していく必要がある。

行政評価会議
からの意見

　自治会加入率の低下や高齢化に伴い、各地区
における参加者の確保は難しくなっていること
から、より効果的な事業となるよう、開催地区
や参加者等について、各地区の意見を踏まえた
上で見直していくことが肝要である。

行政評価委員会
からの意見

　過去に当委員会から付した意見を踏まえ、効
果的な事業へと見直していくことが肝要であ
る。なお、見直しに当たっては、各地区が抱え
る課題の解決に向けた支援体制を構築するな
ど、より多くの市民がスポーツに親しむことが
できるよう、創意工夫していくことを求めた
い。

有☑　無□ 有☑　無□

事務事業等の名称 Ｈ２８年度決算 Ｈ２９年度決算 Ｈ３０年度予算

　地区スポーツ協力員連絡会交付金
事業費(千円) 960 960 968
所要人員(人) 0.1 0.1 0.1

開始年度 昭和 52 総コスト(千円) 1,807 1,803 1,815

事業内容
(平成２9年度
の活動状況)

　事業の充実を図り、もって市民の健康と体力の増進を図ることを目的として、武蔵村山市地区ス
ポーツ協力員連絡会が市民を対象に実施するスポーツ大会等の事業に対し、地区スポーツ協力員連絡
会交付金を交付する。

【今後の方向性】 継続

理
由
等

　スポーツ協力員制度は本市独自の制度であるが、地区の実情に即したスポーツ大会等の開催により、地域
住民がスポーツ・レクリエーション活動を行う機会が提供され、更には地域の親睦、交流も図られているた
め。

所要人員(人)

行政評価会議
からの意見

　
行政評価委員会

からの意見

　

有□　無☑ 有□　無☑

4,629

事務事業等の名称 Ｈ２８年度決算 Ｈ２９年度決算 Ｈ３０年度予算

　社会体育団体補助金
事業費(千円) 4,544 4,544 4,544

　武蔵村山市体育協会は、総合体育大会を開催し市民のスポーツ活動を推進しているほか、市のスポーツ団
体の多くが加盟しており、本市のスポーツを振興する上で果たす役割は非常に大きい。
　しかしながら、平成２６年度行政評価委員会から収入に占める補助金の割合が多い現状を踏まえて、自主
財源の確保など、財源基盤の安定した組織体制を構築すべき旨の意見が付されているため、今後も、法人化
における利点や課題を精査するなど、運営体制の強化に向けた取組を進めていく。

0.01 0.01 0.01
開始年度 昭和 42 総コスト(千円) 4,629 4,628

行政評価委員会
からの意見

　過去に当委員会から付した意見を踏まえ、引
き続き武蔵村山市体育協会の法人化を促してい
くことが肝要である。なお、法人化に当たって
は、財務面及び税務面の適正化に向けた管理体
制の構築について、併せて検討することを求め
たい。

有☑　無□ 有☑　無□

事業内容
(平成２9年度
の活動状況)

　本市におけるスポーツの振興を図ることを目的として、社会体育団体（武蔵村山市体育協会）が行
うスポーツ振興事業に対し補助金を交付する。

【今後の方向性】 見直し

理
由
等

　収入に占める補助金の割合が高いことから、
補助金への依存割合の低減を図る必要があり、
財政基盤の安定した組織体制を構築していくた
めに、引き続き、法人化に向けた利点や課題を
精査した上で、運営体制の強化に向けた取組を
促していく必要がある。

行政評価会議
からの意見



⑩

年 ～

⇒

⑪

年 ～

⇒

⑫

年 ～

⇒

理
由
等

　全国大会に出場する際に必要となる交通費及び宿泊費の一部を補助するものであり、市民のスポーツ、文
化活動等の振興に寄与するため。

行政評価会議
からの意見

　
行政評価委員会

からの意見

　

有□　無☑ 有□　無☑

265

事業内容
(平成２9年度
の活動状況)

　市民のスポーツ、文化活動等の振興を図るため、武蔵村山市で活動し、かつ全国大会等に出場する
こととなったものに対して補助金を交付する。
　【過去３年間の補助実績】
　平成２９年度：実績なし
　平成２８年度：４件（団体２件、個人２件）
　平成２７年度：６件（団体２件、個人４件）

【今後の方向性】 継続

所要人員(人) 0.01 0.01 0.01
開始年度 平成 8 総コスト(千円) 333 84

事務事業等の名称 Ｈ２８年度決算 Ｈ２９年度決算 Ｈ３０年度予算

　全国大会等出場者補助金
事業費(千円) 248 0 180

事務事業等の名称 Ｈ２８年度決算 Ｈ２９年度決算 Ｈ３０年度予算

600
所要人員(人) 0.01 0.01 0.01

685 684

　総合型地域スポーツクラブ運営補助金
事業費(千円) 600 600

685

事業内容
(平成２9年度
の活動状況)

　本市におけるスポーツの振興を図ることを目的として、総合型地域スポーツクラブ「よってかっ
しぇクラブ」の運営を補助する。
　なお、当該クラブは、地域住民が主体的に運営し、子ども、高齢者、障害者等の誰もが身近にス
ポーツを親しみ、交流が図れる新たなコミュニティとして活動を行っている。各種スポーツ教室、文
化活動、イベント事業を開催しているほか、市主催事業にも積極的に参加をしている。

【今後の方向性】 継続

開始年度 平成 25 総コスト(千円)

理
由
等

　よってかっしぇクラブの設立には市が関与しており、当該クラブは会費や教室参加費の徴収など自主財源
の確保にも努めているが、運営が安定するまでは市補助金による運営補助が必要である。

行政評価会議
からの意見

　
行政評価委員会

からの意見

　

有□　無☑ 有□　無☑

事務事業等の名称 Ｈ２８年度決算 Ｈ２９年度決算 Ｈ３０年度予算

　スポーツ少年団運営支援補助金
事業費(千円) 140 370 510
所要人員(人) 0.01 0.01 0.01

開始年度 平成 27 総コスト(千円) 225 454 595

事業内容
(平成２9年度
の活動状況)

　武蔵村山市スポーツ少年団の運営の安定を図り、もって武蔵村山市におけるスポーツの振興及び青
少年の心身の健全な育成に寄与することを目的として補助金を交付する。
　平成２９年度には少年団本部主催により、元日本代表を講師に招いたバスケットボール講習会を開
催し、団員の技術の向上にも努めた。
　なお、現在、登録団体は１団体であるが、少年団の規模拡大に向けて各種ジュニア団体と調整を進
めている。

【今後の方向性】 継続

理
由
等

　スポーツ少年団は、青少年の健全育成に寄与することを目的として平成27年度に市が関与して設立した経
緯があり、市補助金は、スポーツ少年団の登録料や大会出場費、指導者育成に要する経費などに活用されて
いることから、継続すべきである。

行政評価会議
からの意見

　
行政評価委員会

からの意見

　現在、登録団体数は１団体であり、目標とす
る６団体を大きく下回っている。また、児童・
生徒にはクラブ活動など、スポーツを実施する
機会が既に確保されていることを考慮すれば、
今後も大幅な増加は見込めないものと思料す
る。よって、本事業の必要性を改めて検討して
いくことが肝要である。

有□　無☑ 有☑　無□


